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際、この研究成果は、イギリスの査読付き雑誌に既に公刊されている。
　また、マーケティング・サイエンス分野で提案する計量モデルは、理論統計の観点からも有益である。従
来のモデルでは、製品数を無限大にした場合の漸近分布を想定して統計的推論を行っているが、現実の製品
数が有限かつ限定的であることを考えると、従来のモデルの適用には限界がある。しかし、本研究で提案す
るモデルは、こうした場合であっても正しく推論が行え、しかも、厳密なシミュレーションを通じてモデル
の妥当性を検証してある点が評価に値する。ただ、実際の応用では、必ずしも推定に問題が無いとは言えな
いが、こうした点を克服すべく今後の研究に期待したい。
　学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（社会工学）の学位を受けるに十分な資格を
有するものと認める。
